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「ベランダの
秘密基地」

～しゃべる猫と、
家族のカタチ～

「雨の日の
地下トンネル」

「どうして僕たちは、
　あんな働き方を
していたんだろう?」
～古い「仕事のやり方」
を変える30の方法～

木村　色吹／著
ＫＡＤＯＫＡＷＡ

鎌田　歩／作
アリス館

河野　英太郎／著
ダイヤモンド社

突如動物たちが言葉を話しはじめ、高
校１年生のカケルの猫たちもしゃべ
りだす。国はしゃべる動物の回収を
決定。カケルはベランダに秘密基地
を作り、クラスの女子・井上さんと
ともに猫たちを守ることを決めて…。

雨が降っています。庭に降った雨水が
土の中へしみ込み、屋根の上に降った
雨水は、雨どいを伝って家の排水溝に
流れ込みます。排水溝から道路の下へ
流れた雨水は、「雨水管」に集められ
て…。雨からまちを守る秘密のトンネ
ルを紹介します。

どうして、あんなに「ハンコ」にこ
だわっていたんだろう？　どうして、
「転勤命令」に従っていたんだろう？　
過去の働き方をＢｅｆｏｒｅ／Ａｆ
ｔｅｒのストーリー形式で描き、ど
うすれば古い働き方を変えられるか
を紹介する。
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少しずつ進む“ウィズコロナ”の暮らし

み
ん
な
お
い
で
よ
！

　

観
光
客
の
市
内
誘
致
を
図
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

た
め
勝
山
市
独
自
の
宿
泊
割
引
を

行
い
ま
す
。

　

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
と
の
併
用

も
可
能
で
す
。

※
勝
山
市
民
も
ご
利
用
可
能
で
す

　

楽
天
ト
ラ
ベ
ル
の
特
集
ペ
ー
ジ

で
予
約
す
る
際
、
ク
ー
ポ
ン
を
適

用
す
る
こ
と
で
、
合
計
金
額
に
割

引
さ
れ
た
額
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

予
約
受
付
期
間
▼
令
和
３
年
２
月

５
日
㈮
午
前
10
時
ま
で

※
予
算
上
限
に
達
し
次
第
終
了

宿
泊
対
象
期
間
▼
令
和
３
年
３
月

31
日
㈬
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ま
で

割
引
額
▼
１
回
の
予
約
に
つ
き
宿

泊
料
金
の
35
％
を
割
引
（
上
限

４
０
０
０
円
）

※
１
回
の
予
約
で
複
数
人
数
や
連

泊
す
る
場
合
で
も
上
限
は
４
０

０
０
円
に
な
り
ま
す

対
象
施
設
▼
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
に
掲

載
の
あ
る
市
内
宿
泊
施
設

対
象
者
▼
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
で
予
約

が
可
能
な
方

問
商
工
観
光
・
ふ
る
さ
と
創
生
課

（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
７

楽天トラベル
特集ページ

「
勝
ち
山
」宿
泊
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
勝
ち
山
」宿
泊
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

しっかり感染対策を
市民総合文化祭が開催

　10月24・25日、教育会館で
第56回勝山市民総合文化祭が開
かれました。
　新型コロナウイルス感染症の
影響で、展示発表会のみとなり、
入口での検温や消毒などの感染
症対策がしっかりと行われる中
での開催となりました。
　今年は「今だからこそ　みん
なの力で　文化祭」をテーマに、
生け花や書道のほか、子どもた
ちの絵画の入賞作品などが展示
され、来場者の目を楽しませて
いました。

修学旅行や遠足で人気
ゆめおーれ勝山

　コロナ禍で観光客が減少して
いる中、ゆめおーれ勝山には修
学旅行や遠足で訪れる児童・生
徒が増えています。
　昨年の9～ 11月と比べると、
学校関係の来場者数は約３倍、
修学旅行に訪れる学校の数は昨
年の１校から14校と大幅に増加
する見込みです。
　手織りコースター作りが人気
で、子どもたちのよい思い出作
りの場になっているようです。

新型コロナ時代を
考える研修会

　10月20日、教育会館と村岡公
民館、北谷町コミュニティセン
ター、猪野瀬公民館をオンライ
ンでつないで、地域の代表者を
対象に講義が開かれました。
　コロナ禍での地域活動の在り
方を考える研修会の一環で行わ
れ、福井大学医学部地域利用推
進講座の山村修先生に、新型コ
ロナウイルスや感染症対策の最
新情報などを講義していただき
ました。
　今後、各地区で話し合いが進
められます。

冬
の
勝
山
を
楽
し
も
う

ご
利
用
は

楽
天
ト
ラ
ベ
ル
か
ら
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コロナ禍の冬　乗り越えるために
　新型コロナウイルス感染症対策分科会が、感染リスクが高まる「５つの場面」と「感染リスクを下げな
がら会食を楽しむ工夫」を取りまとめ、政府に提言しました。
　年末年始は、忘新年会などで飲酒を伴う会食の機会も増えてきます。
　感染リスクが高まる要因を理解し、下げる工夫をすることでクラスターの発生を抑えましょう。
問健康長寿課（すこやか内）☎87－0888

感染リスクが高まる
「５つの場面」

飲酒を伴う懇親会など
• 飲酒の影響による注意力の低
下、大声での会話
• 狭い空間に長時間、大人数で
滞在
• 回し飲み、箸などの共用

マスクなしでの会話
• 飛沫感染のリスクが高まる
• 車やバスでの移動する際の車
中でも注意が必要

大人数や長時間におよぶ飲食
• 短時間の食事に比べて感染リ
スクが高まる
• ５人以上の飲食では、大声に
なり飛沫が飛びやすい

狭い空間での共同生活
• 長時間にわたり閉鎖空間が共
有されるため、感染リスクが
高まる

居場所の切り替わり
• 休憩時間などで居場所が切り
替わると、気のゆるみや環境
の変化により、感染リスクが
高まることがある

場面①

場面③場面②

場面④
場面⑤

会食を楽しむために
～感染リスクを下げる工夫～
•飲酒をするなら
　①少人数、短時間で
　②なるべく普段一緒にいる人と
　③ 深酒・はしご酒などはひかえ、
適度な量で

• 箸やコップは使い回さず、一人
ひとりで

• 会話するときはなるべくマスク
着用

• 換気が適切になされているなど
の工夫をしている、ガイドライ
ンを遵守したお店で

•体調が悪い人は参加しない

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
を

医
療
機
関
受
診
の
流
れ
が
変
わ
り
ま
し
た

　

発
熱
患
者
な
ど
が
医
療
機
関
を
受
診

す
る
場
合
、
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
総

合
セ
ン
タ
ー
が
相
談
を
受
け
、
受
診
調

整
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

11
月
か
ら
、
こ
の
流
れ
が
変
わ
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

合
わ
せ
て
、
帰
国
者
・
接
触
者
相
談

総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
名
称
が
変
わ
り
ま

し
た
。

受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
０
７
９
５

受
付
時
間
▼

　

午
前
７
時
〜
午
後
９
時
（
毎
日
）

※
時
間
外
は
携
帯
番
号
を
案
内

発熱患者の医療機関受診の流れ

受診・相談センターに電話相談
☎0776－20－0795 受診・検査

かかりつけ医・最寄りの
医療機関に電話相談

かかりつけ医が
いない
受診先に迷う

その医療機関で
受診・検査が
できない

受診・検査が可能な
医療機関を紹介

その医療機関でその医療機関で
受診・検査が可能受診・検査が可能

発熱などの
症状がある

持続可能なまちへ持続可能なまちへ
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◆
年
齢
要
件

　

平
成
14
年
11
月
30
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
（
投
票
日
当
日
の
満
年

齢
が
18
歳
の
方
）。

◆
住
所
要
件

　

令
和
２
年
８
月
21
日
以
前
に
住

民
登
録
し
、
引
き
続
き
勝
山
市
に

居
住
し
て
い
る
こ
と
。

　

令
和
２
年
11
月
12
日
か
ら
投
票

日
ま
で
の
間
に
、
勝
山
市
内
で
転

居
届
を
出
さ
れ
た
方
は
、
入
場
券

に
記
載
さ
れ
て
い
る
元
の
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。

　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
は
、

次
の
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

①
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

行
う
に
は
「
郵
便
投
票
証
明
書
」

（
７
年
間
有
効　

要
介
護
５
の
方

を
除
く
）
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
障
が
い
の
程
度
に

みなさんの投票場所はこちらです
沢町2丁目、芳野町1・2丁目、長山町1・2丁目の方は、投票場所が変更になりましたのでご注意ください

投票区名 施 設 の 名 称 投　票　区　の　区　域
第1投票区 勝山市役所 元町1丁目、本町、栄町、沢町、長山町

第2投票区 成器西小学校 昭和町、旭町1丁目

第 3投票区 成器南幼稚園 元町2・3丁目、立川町

第4投票区 旭町二丁目区民会館 旭町2・3丁目、旭毛屋町

第5投票区 猪野瀬公民館 片瀬、片瀬町、猪野口、若猪野、高島、毛屋町、毛屋、西高島、猪野、岡横江

第6投票区 平泉寺公民館 平泉寺、赤尾、笹尾、大渡、壁倉、神野、経塚

第7投票区 大矢谷公民館 岩ヶ野、大矢谷、小矢谷、上野

第8投票区 福祉健康センター「すこやか」芳野町、郡町、郡、滝波町、滝波、五本寺、黒原、寺尾、浄土寺、芳野

第9投票区 栃神谷公民館 栃神谷、暮見、薬師神谷

第10投票区 北谷町コミュニティセンター 中尾、北六呂師、河合、木根橋、小原、杉山、谷

第11投票区 野向公民館 龍谷、竹林、聖丸、深谷、牛ヶ谷、北野津又、横倉

第12投票区 荒土公民館 荒土町全地区

第13投票区 北郷公民館 西妙金島、檜曽谷、新町、志比原、上森川、下森川、東野、岩屋

第14投票区 伊知地公民館 伊知地、坂東島、上野

第15投票区 鹿谷公民館 鹿谷町全地区

第16投票区 遅羽公民館 遅羽町全地区

勝
山
市
で
投
票
で
き
る
方

体
が
不
自
由
な
方
へ

市
内
で
住
所
を
変
更
さ
れ
た

方
の
投
票
場
所

よ
っ
て
は
、
証
明
書
の
交
付
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
場
所
▼
市
選
挙
管
理
委
員
会

持
ち
物
▼
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦

傷
病
者
手
帳
ま
た
は
介
護
保
険

被
保
険
者
証

　

本
人
に
代
わ
っ
て
、
あ
ら
か
じ

め
届
出
が
あ
っ
た
代
理
記
載
人
が

投
票
用
紙
に
書
く
こ
と
が
で
き
る

制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
の
は
、
郵
便
等
投

票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢

も
し
く
は
視
覚
障
害
１
級
ま
た
は

戦
傷
病
手
帳
に
上
肢
も
し
く
は
視

覚
の
障
が
い
程
度
が
特
別
項
症
か

ら
第
２
項
症
ま
で
の
記
載
が
あ
る

方
で
す
。

②
代
理
投
票

　

自
分
で
候
補
者
名
等
を
書
く
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
補
助
者

が
本
人
の
立
ち
会
い
の
上
、
代
理

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
点
字
投
票

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
は
、

点
字
で
投
票
で
き
ま
す
。
点
字
器

や
点
字
の
候
補
者
等
の
名
簿
は
、

投
票
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。

投票日にはサイレンを鳴らします
　投票開始の午前7時と投票所
閉鎖1時間前の午後7時にサイ
レン（公民館など）を鳴らし
ます。

ジオアリーナで即日開票
参観者は500人まで

　午後9時から開票を開始します。参観ご希望の
方は、午後8時からロビーにて受け付けます。
　マスク、上履きをご持参ください。

5 　　 広報かつやま11月号 №792

うごかそう　君のその手で　まず一票
令和２年度勝山市明るい選挙啓発キャッチフレーズ・標語コンクール　最優秀賞　仲村　悦郎さん（村岡小）の作品

勝山市長選挙
投 票 日　11月29日（日）
投票時間　午前7時～午後8時
第７投票区　大矢谷公民館
第10投票区　北谷町コミュニティセンター

は午後6時まで
問勝山市選挙管理委員会事務局（市役所１階）

☎88 ｰ 1116

　

入
場
券
は
、
世
帯
ご
と
に
ハ
ガ

キ
（
１
通
に
つ
き
４
人
分
ま
で
）

で
届
き
ま
す
。

　

世
帯
の
有
権
者
が
５
人
以
上
の

場
合
は
、
２
通
以
上
届
き
ま
す
。

　

入
場
券
は
告
示
日
か
ら
３
日
以

内
に
郵
便
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

入
場
券
が
な
く
て
も
投
票
で
き

ま
す
が
、
本
人
確
認
の
た
め
お
時

間
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

投
票
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど

で
都
合
の
悪
い
方
は
、
期
日
前
投

票
制
度
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

入
場
券
裏
面
の
宣
誓
書
を
あ
ら

か
じ
め
ご
記
入
の
上
、
次
の
期
日

前
投
票
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

①
市
役
所
期
日
前
投
票
所

（
１
階　

中
央
公
園
側
）

期　

間
▼
11
月
23
日
㈷
・
㈪
〜
28

日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

②
す
こ
や
か
期
日
前
投
票
所

（
３
番
入
口
）

期　

間
▼
11
月
26
日
㈭
〜
28
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

11月22日㈰告示

入
場
券
を
郵
送
し
ま
す

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

投票の際はご協力を
新型コロナウイルス感染症対策

　投票所内では次のことにご協力ください。
〇マスクの着用　　〇周囲との距離の確保

各投票所の感染症対策
〇事務従事者などのマスク着用
〇投票用紙記入用に使い捨て鉛筆を設置
〇消毒液の設置　　〇換気および消毒　

※ 日付、住所、氏名、生年月日を記入の上、「事
由」欄の該当する番号に〇をつける
※ 新型コロナウイルスの感染を懸念する場合は
６番を選択

③ 期日前投票をするときは、裏面の宣
誓書にあらかじめご記入ください。

※11月29日に投票する場合は記入不要

① シール式はがきをはが
すと、中に入場券が記
載されています。

② 入場券は切り離し
て投票所にお持ち
ください。

　混雑を緩和するため、すこやか期日
前投票所をぜひご利用ください。
　土曜日は特に混雑が予想されます。

入場券裏面
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◆
年
齢
要
件

　

平
成
14
年
11
月
30
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
（
投
票
日
当
日
の
満
年

齢
が
18
歳
の
方
）。

◆
住
所
要
件

　

令
和
２
年
８
月
21
日
以
前
に
住

民
登
録
し
、
引
き
続
き
勝
山
市
に

居
住
し
て
い
る
こ
と
。

　

令
和
２
年
11
月
12
日
か
ら
投
票

日
ま
で
の
間
に
、
勝
山
市
内
で
転

居
届
を
出
さ
れ
た
方
は
、
入
場
券

に
記
載
さ
れ
て
い
る
元
の
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。

　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
は
、

次
の
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

①
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

行
う
に
は
「
郵
便
投
票
証
明
書
」

（
７
年
間
有
効　

要
介
護
５
の
方

を
除
く
）
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
障
が
い
の
程
度
に

みなさんの投票場所はこちらです
沢町2丁目、芳野町1・2丁目、長山町1・2丁目の方は、投票場所が変更になりましたのでご注意ください

投票区名 施 設 の 名 称 投　票　区　の　区　域
第1投票区 勝山市役所 元町1丁目、本町、栄町、沢町、長山町

第2投票区 成器西小学校 昭和町、旭町1丁目

第 3投票区 成器南幼稚園 元町2・3丁目、立川町

第4投票区 旭町二丁目区民会館 旭町2・3丁目、旭毛屋町

第5投票区 猪野瀬公民館 片瀬、片瀬町、猪野口、若猪野、高島、毛屋町、毛屋、西高島、猪野、岡横江

第6投票区 平泉寺公民館 平泉寺、赤尾、笹尾、大渡、壁倉、神野、経塚

第7投票区 大矢谷公民館 岩ヶ野、大矢谷、小矢谷、上野

第8投票区 福祉健康センター「すこやか」芳野町、郡町、郡、滝波町、滝波、五本寺、黒原、寺尾、浄土寺、芳野

第9投票区 栃神谷公民館 栃神谷、暮見、薬師神谷

第10投票区 北谷町コミュニティセンター 中尾、北六呂師、河合、木根橋、小原、杉山、谷

第11投票区 野向公民館 龍谷、竹林、聖丸、深谷、牛ヶ谷、北野津又、横倉

第12投票区 荒土公民館 荒土町全地区

第13投票区 北郷公民館 西妙金島、檜曽谷、新町、志比原、上森川、下森川、東野、岩屋

第14投票区 伊知地公民館 伊知地、坂東島、上野

第15投票区 鹿谷公民館 鹿谷町全地区

第16投票区 遅羽公民館 遅羽町全地区

勝
山
市
で
投
票
で
き
る
方

体
が
不
自
由
な
方
へ

市
内
で
住
所
を
変
更
さ
れ
た

方
の
投
票
場
所

よ
っ
て
は
、
証
明
書
の
交
付
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
場
所
▼
市
選
挙
管
理
委
員
会

持
ち
物
▼
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦

傷
病
者
手
帳
ま
た
は
介
護
保
険

被
保
険
者
証

　

本
人
に
代
わ
っ
て
、
あ
ら
か
じ

め
届
出
が
あ
っ
た
代
理
記
載
人
が

投
票
用
紙
に
書
く
こ
と
が
で
き
る

制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
の
は
、
郵
便
等
投

票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢

も
し
く
は
視
覚
障
害
１
級
ま
た
は

戦
傷
病
手
帳
に
上
肢
も
し
く
は
視

覚
の
障
が
い
程
度
が
特
別
項
症
か

ら
第
２
項
症
ま
で
の
記
載
が
あ
る

方
で
す
。

②
代
理
投
票

　

自
分
で
候
補
者
名
等
を
書
く
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
補
助
者

が
本
人
の
立
ち
会
い
の
上
、
代
理

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
点
字
投
票

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
は
、

点
字
で
投
票
で
き
ま
す
。
点
字
器

や
点
字
の
候
補
者
等
の
名
簿
は
、

投
票
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。

投票日にはサイレンを鳴らします
　投票開始の午前7時と投票所
閉鎖1時間前の午後7時にサイ
レン（公民館など）を鳴らし
ます。

ジオアリーナで即日開票
参観者は500人まで

　午後9時から開票を開始します。参観ご希望の
方は、午後8時からロビーにて受け付けます。
　マスク、上履きをご持参ください。

5 　　 広報かつやま11月号 №792

うごかそう　君のその手で　まず一票
令和２年度勝山市明るい選挙啓発キャッチフレーズ・標語コンクール　最優秀賞　仲村　悦郎さん（村岡小）の作品

勝山市長選挙
投 票 日　11月29日（日）
投票時間　午前7時～午後8時
第７投票区　大矢谷公民館
第10投票区　北谷町コミュニティセンター

は午後6時まで
問勝山市選挙管理委員会事務局（市役所１階）

☎88 ｰ 1116

　

入
場
券
は
、
世
帯
ご
と
に
ハ
ガ

キ
（
１
通
に
つ
き
４
人
分
ま
で
）

で
届
き
ま
す
。

　

世
帯
の
有
権
者
が
５
人
以
上
の

場
合
は
、
２
通
以
上
届
き
ま
す
。

　

入
場
券
は
告
示
日
か
ら
３
日
以

内
に
郵
便
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

入
場
券
が
な
く
て
も
投
票
で
き

ま
す
が
、
本
人
確
認
の
た
め
お
時

間
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

投
票
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど

で
都
合
の
悪
い
方
は
、
期
日
前
投

票
制
度
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

入
場
券
裏
面
の
宣
誓
書
を
あ
ら

か
じ
め
ご
記
入
の
上
、
次
の
期
日

前
投
票
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

①
市
役
所
期
日
前
投
票
所

（
１
階　

中
央
公
園
側
）

期　

間
▼
11
月
23
日
㈷
・
㈪
〜
28

日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

②
す
こ
や
か
期
日
前
投
票
所

（
３
番
入
口
）

期　

間
▼
11
月
26
日
㈭
〜
28
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

11月22日㈰告示

入
場
券
を
郵
送
し
ま
す

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

投票の際はご協力を
新型コロナウイルス感染症対策

　投票所内では次のことにご協力ください。
〇マスクの着用　　〇周囲との距離の確保

各投票所の感染症対策
〇事務従事者などのマスク着用
〇投票用紙記入用に使い捨て鉛筆を設置
〇消毒液の設置　　〇換気および消毒　

※ 日付、住所、氏名、生年月日を記入の上、「事
由」欄の該当する番号に〇をつける
※ 新型コロナウイルスの感染を懸念する場合は
６番を選択

③ 期日前投票をするときは、裏面の宣
誓書にあらかじめご記入ください。

※11月29日に投票する場合は記入不要

① シール式はがきをはが
すと、中に入場券が記
載されています。

② 入場券は切り離し
て投票所にお持ち
ください。

　混雑を緩和するため、すこやか期日
前投票所をぜひご利用ください。
　土曜日は特に混雑が予想されます。

入場券裏面
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学
校
教
育
賞

油　

谷　

圭　

子
（
60
）

＝
旭
町
２
＝

　

学
校
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、
特

に
小
学
校
の
学
習
指
導
に
お
い
て

教
員
の
模
範
と
な
る
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
て
い
る

　

学
校
教
育
功
労
賞

永　

井　

一　

則
（
58
）

＝
郡
町
２
＝

　

学
校
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、
特

に
理
科
教
育
に
お
け
る
教
材
研

究
・
教
具
作
成
・
若
手
教
員
の
指

導
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

　

学
校
教
育
奨
励
賞

笠　

川　

直　

美
（
54
）

＝
北
郷
町
東
野
＝

　

学
校
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、
特

に
低
学
年
指
導
と
複
式
教
育
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

酒　

井　

範　

子
（
49
）

＝
遅
羽
町
大
袋
＝

　

学
校
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、
特

に
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
と
教
育

相
談
に
お
い
て
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
て
い
る

吉　

田　

昌　

央
（
49
）

＝
坂
井
市
＝

　

学
校
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、
特

に
国
語
教
育
の
向
上
と
授
業
改
善

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

　

学
校
保
健
奨
励
賞

伊　

藤　

真
樹
子
（
41
）

＝
遅
羽
町
嵭
崎
＝

　

健
康
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、
特

に
児
童
の
「
目
と
歯
の
健
康
」
づ

く
り
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い

る
　

ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞

山　

口　
　
　

茜
（
23
）

＝
平
泉
寺
町
小
矢
谷
＝

　

タ
イ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
２
０

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）　

女
子
シ
ン
グ

ル
ス
優
勝　

他

　

ス
ポ
ー
ツ
賞

宇　

田　

崇　

二
（
29
）

＝
村
岡
町
浄
土
寺
＝

　

第
75
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

会
ス
キ
ー
競
技
会　

ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
競
技　

成
年
男
子
Ｂ
10
㎞

ク
ラ
シ
カ
ル　

優
勝

大　

林　

拓　

真
（
21
）

＝
平
泉
寺
町
平
泉
寺
＝

　

ジ
ャ
マ
イ
カ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
２
０
２
０（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝　

他

　

学
校
文
化
賞

横　

山　

結　

香
（
勝
山
南
部
中
２
）

　

第
42
回
福
井
県
版
画
コ
ン
ク
ー

ル
（
福
井
棟
方
賞
）

成
器
南
小
学
校

打
楽
器
３
重
奏

　

仲　

谷　

心
来
愛

（
勝
山
南
部
中
１
）

　

横　

山　

月　

乃

（
勝
山
南
部
中
１
）

　

石　

塚　

万　

祐

（
勝
山
南
部
中
１
）

　

第
43
回
北
陸
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
テ
ス
ト　

小
学
校
の
部　

金
賞　

他山　

下　

剛　

毅（
高
志
中
２
）

　

令
和
元
年
度
ふ
く
い
理
数
グ
ラ

ン
プ
リ
中
学
校
部
門
数
学　

最
優

秀
賞
（
２
年
連
続
最
優
秀
賞
チ
ー

ム
所
属
）

中　

村　

洋　

喜（
羽
水
高
3
）

　

第
11
回
南
部
陽
一
郎
記
念
ふ
く

い
サ
イ
エ
ン
ス
賞
高
校
生
部
門　

最
優
秀
賞　

他

林　
　
　

文　

丸（
藤
島
高
2
）

　

令
和
２
年
度
ふ
く
い
理
数
グ
ラ

ン
プ
リ　

高
校
部
門
生
物　

最
優

秀
賞
（
チ
ー
ム
所
属
）

　

学
校
ス
ポ
ー
ツ
賞

木　

田　

悠　

斗（
勝
山
高
３
）

　

第
72
回
中
部
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会　

少
年
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
優
勝　

他

中　

村　
　
　

舜（
勝
山
高
３
）

　

第
72
回
中
部
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会　

少
年
男
子
ダ
ブ

ル
ス
優
勝　

他

幸　

河　

歩　

夢
（
勝
山
南
部
中
１
）

　

第
28
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会　

都
道
府
県
対

抗
男
子
団
体
戦　

第
２
位

福
井
県
立
勝
山
高
等
学
校

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
48
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
北
信
越
予
選
会　

男
子
学
校
対
抗　

優
勝

福
井
県
立
勝
山
高
等
学
校

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
48
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
北
信
越
予
選
会　

女
子
学
校
対
抗　

第
３
位

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

11
月
6
日
、
朝
日
印
刷
株
式

会
社
か
ら
、
抗
菌
マ
ス
ク
ケ
ー

ス
４
０
０
０
枚
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ケ
ー
ス
は
、
小
中
学
校
や
勝

山
市
版「
感
染
予
防
推
進
宣
言
」

店
な
ど
に
配
布
し
ま
す
。

7 　　 広報かつやま11月号 №792
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文
化
賞

今　

庄　

艶　

子
（
87
）

＝
昭
和
町
２
＝

　

多
年
に
わ
た
り
俳
句
の
創
作
活

動
と
普
及
お
よ
び
後
継
者
育
成
に

情
熱
を
注
ぎ
、
文
化
向
上
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

　

文
化
功
労
賞

久　

保　

英　

夫
（
77
）

＝
昭
和
町
１
＝

　

多
年
に
わ
た
り
吟
道
の
振
興
と

普
及
お
よ
び
後
継
者
育
成
に
情
熱

を
注
ぎ
、
文
化
向
上
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
て
い
る

浅　

井　

光　

子
（
68
）

＝
野
向
町
龍
谷
＝

　

多
年
に
わ
た
り
大
日
太
鼓
の
振

興
と
普
及
お
よ
び
後
継
者
育
成
に

情
熱
を
注
ぎ
、
文
化
向
上
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

木　

村　

照　

雄
（
70
）

＝
栄
町
１
＝

　

多
年
に
わ
た
り
勝
山
左
義
長
ば

や
し
の
振
興
と
普
及
お
よ
び
後
継

者
育
成
に
情
熱
を
注
ぎ
、
文
化
向

上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

石　

塚　

洋　

子
（
83
）

＝
荒
土
町
北
宮
地
＝

　

多
年
に
わ
た
り
短
歌
の
創
作
と

普
及
・
後
進
の
指
導
に
情
熱
を
注

ぎ
、
文
化
向
上
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
て
い
る

　

社
会
教
育
功
労
賞

石　

井　

捷　

子
（
81
）

＝
北
谷
町
中
尾
＝

　

多
年
に
わ
た
り
北
谷
公
民
館
運

営
審
議
委
員
と
し
て
、
公
民
館
事

業
の
計
画
・
実
施
お
よ
び
公
民
館

学
級
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、

地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
の
向
上

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

　

社
会
体
育
功
労
賞

澤　
　
　

照　

穂
（
59
）

＝
旭
毛
屋
町
＝

　

多
年
に
わ
た
り
市
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会
理
事
長
と
し
て
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
競
技
の
普
及
と
選
手
強
化

に
尽
力
し
社
会
体
育
の
向
上
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

教育会館において11月３日、文化や学校教育、スポーツなど各分野で功績のあった26の個人およ
び団体が表彰されましたのでご紹介します。（順不同、敬称略、児童、生徒は各学校で表彰済み） 
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学
校
教
育
賞

油　

谷　

圭　

子
（
60
）

＝
旭
町
２
＝

　

学
校
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、
特

に
小
学
校
の
学
習
指
導
に
お
い
て

教
員
の
模
範
と
な
る
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
て
い
る

　

学
校
教
育
功
労
賞

永　

井　

一　

則
（
58
）

＝
郡
町
２
＝

　

学
校
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、
特

に
理
科
教
育
に
お
け
る
教
材
研

究
・
教
具
作
成
・
若
手
教
員
の
指

導
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

　

学
校
教
育
奨
励
賞

笠　

川　

直　

美
（
54
）

＝
北
郷
町
東
野
＝

　

学
校
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、
特

に
低
学
年
指
導
と
複
式
教
育
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

酒　

井　

範　

子
（
49
）

＝
遅
羽
町
大
袋
＝

　

学
校
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、
特

に
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
と
教
育

相
談
に
お
い
て
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
て
い
る

吉　

田　

昌　

央
（
49
）

＝
坂
井
市
＝

　

学
校
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、
特

に
国
語
教
育
の
向
上
と
授
業
改
善

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

　

学
校
保
健
奨
励
賞

伊　

藤　

真
樹
子
（
41
）

＝
遅
羽
町
嵭
崎
＝

　

健
康
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、
特

に
児
童
の
「
目
と
歯
の
健
康
」
づ

く
り
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い

る
　

ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞

山　

口　
　
　

茜
（
23
）

＝
平
泉
寺
町
小
矢
谷
＝

　

タ
イ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
２
０

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）　

女
子
シ
ン
グ

ル
ス
優
勝　

他

　

ス
ポ
ー
ツ
賞

宇　

田　

崇　

二
（
29
）

＝
村
岡
町
浄
土
寺
＝

　

第
75
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

会
ス
キ
ー
競
技
会　

ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
競
技　

成
年
男
子
Ｂ
10
㎞

ク
ラ
シ
カ
ル　

優
勝

大　

林　

拓　

真
（
21
）

＝
平
泉
寺
町
平
泉
寺
＝

　

ジ
ャ
マ
イ
カ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
２
０
２
０（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝　

他

　

学
校
文
化
賞

横　

山　

結　

香
（
勝
山
南
部
中
２
）

　

第
42
回
福
井
県
版
画
コ
ン
ク
ー

ル
（
福
井
棟
方
賞
）

成
器
南
小
学
校

打
楽
器
３
重
奏

　

仲　

谷　

心
来
愛

（
勝
山
南
部
中
１
）

　

横　

山　

月　

乃

（
勝
山
南
部
中
１
）

　

石　

塚　

万　

祐

（
勝
山
南
部
中
１
）

　

第
43
回
北
陸
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
テ
ス
ト　

小
学
校
の
部　

金
賞　

他山　

下　

剛　

毅（
高
志
中
２
）

　

令
和
元
年
度
ふ
く
い
理
数
グ
ラ

ン
プ
リ
中
学
校
部
門
数
学　

最
優

秀
賞
（
２
年
連
続
最
優
秀
賞
チ
ー

ム
所
属
）

中　

村　

洋　

喜（
羽
水
高
3
）

　

第
11
回
南
部
陽
一
郎
記
念
ふ
く

い
サ
イ
エ
ン
ス
賞
高
校
生
部
門　

最
優
秀
賞　

他

林　
　
　

文　

丸（
藤
島
高
2
）

　

令
和
２
年
度
ふ
く
い
理
数
グ
ラ

ン
プ
リ　

高
校
部
門
生
物　

最
優

秀
賞
（
チ
ー
ム
所
属
）

　

学
校
ス
ポ
ー
ツ
賞

木　

田　

悠　

斗（
勝
山
高
３
）

　

第
72
回
中
部
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会　

少
年
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
優
勝　

他

中　

村　
　
　

舜（
勝
山
高
３
）

　

第
72
回
中
部
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会　

少
年
男
子
ダ
ブ

ル
ス
優
勝　

他

幸　

河　

歩　

夢
（
勝
山
南
部
中
１
）

　

第
28
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会　

都
道
府
県
対

抗
男
子
団
体
戦　

第
２
位

福
井
県
立
勝
山
高
等
学
校

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
48
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
北
信
越
予
選
会　

男
子
学
校
対
抗　

優
勝

福
井
県
立
勝
山
高
等
学
校

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
48
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
北
信
越
予
選
会　

女
子
学
校
対
抗　

第
３
位

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

11
月
6
日
、
朝
日
印
刷
株
式

会
社
か
ら
、
抗
菌
マ
ス
ク
ケ
ー

ス
４
０
０
０
枚
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ケ
ー
ス
は
、
小
中
学
校
や
勝

山
市
版「
感
染
予
防
推
進
宣
言
」

店
な
ど
に
配
布
し
ま
す
。
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文
化
賞

今　

庄　

艶　

子
（
87
）

＝
昭
和
町
２
＝

　

多
年
に
わ
た
り
俳
句
の
創
作
活

動
と
普
及
お
よ
び
後
継
者
育
成
に

情
熱
を
注
ぎ
、
文
化
向
上
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

　

文
化
功
労
賞

久　

保　

英　

夫
（
77
）

＝
昭
和
町
１
＝

　

多
年
に
わ
た
り
吟
道
の
振
興
と

普
及
お
よ
び
後
継
者
育
成
に
情
熱

を
注
ぎ
、
文
化
向
上
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
て
い
る

浅　

井　

光　

子
（
68
）

＝
野
向
町
龍
谷
＝

　

多
年
に
わ
た
り
大
日
太
鼓
の
振

興
と
普
及
お
よ
び
後
継
者
育
成
に

情
熱
を
注
ぎ
、
文
化
向
上
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

木　

村　

照　

雄
（
70
）

＝
栄
町
１
＝

　

多
年
に
わ
た
り
勝
山
左
義
長
ば

や
し
の
振
興
と
普
及
お
よ
び
後
継

者
育
成
に
情
熱
を
注
ぎ
、
文
化
向

上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

石　

塚　

洋　

子
（
83
）

＝
荒
土
町
北
宮
地
＝

　

多
年
に
わ
た
り
短
歌
の
創
作
と

普
及
・
後
進
の
指
導
に
情
熱
を
注

ぎ
、
文
化
向
上
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
て
い
る

　

社
会
教
育
功
労
賞

石　

井　

捷　

子
（
81
）

＝
北
谷
町
中
尾
＝

　

多
年
に
わ
た
り
北
谷
公
民
館
運

営
審
議
委
員
と
し
て
、
公
民
館
事

業
の
計
画
・
実
施
お
よ
び
公
民
館

学
級
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、

地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
の
向
上

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

　

社
会
体
育
功
労
賞

澤　
　
　

照　

穂
（
59
）

＝
旭
毛
屋
町
＝

　

多
年
に
わ
た
り
市
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会
理
事
長
と
し
て
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
競
技
の
普
及
と
選
手
強
化

に
尽
力
し
社
会
体
育
の
向
上
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

教育会館において11月３日、文化や学校教育、スポーツなど各分野で功績のあった26の個人およ
び団体が表彰されましたのでご紹介します。（順不同、敬称略、児童、生徒は各学校で表彰済み） 

問教育総務課（教育会館2階）☎88 ｰ 8111
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障障
しょうし ょ う

がいがい者者
し ゃし ゃ

虐虐
ぎ ゃ く た いぎ ゃ く た い

待待とと思思お もお も

ったらったらすぐにすぐに相相
そ う だ んそ う だ ん

談談をを
12月

がつ

3日
か

～ 9日
か

は「障
しょうがいしゃしゅうかん

害者週間」

障
しょう
がい者

しゃ
虐
ぎゃくたい
待では、虐

ぎゃくたい
待をしている人

ひと
にその認

にんしき
識

がない、また、虐
ぎゃくたい
待されている人

ひと
がそう認

にんしき
識できず

被
ひ
害
がい
を訴
うった
えない場

ば
合
あい
があります。

問
とい
福
ふく し
祉・児

じどう
童課

か
（すこやか内

ない
）　☎87 ｰ 0777

　※休
きゅうじつ
日夜

やか ん
間（緊

きんきゅう
急通
つうほう
報のみ受

うけつけ
付）☎88 ｰ 1111

虐
ぎゃくたい

待されていませんか？ 見
み

たことありませんか？
身
しんたいてき
体的虐

ぎゃくたい
待の例

れい

・たたかれる、なぐられる、けられる
・手

て
や足
あし
をしばられる

・過
かじょう
剰な薬

くすり
で身

から だ
体の動

うご
きをおさえる

心
しんり
理的
てき
虐
ぎゃくたい
待の例

れい

・どなられる、悪
わるぐち
口やひどいことを言

い
われる

・仲
なかま
間はずれにさせられる

・他
ほか
の人
ひと
の前
まえ
でばかにされる

性
せいてき
的虐
ぎゃくたい
待の例

れい

・わいせつな行
こうい
為をする、させる

・裸
はだか
にする

ネグレクト（放
ほうき
棄・放

ほうち
置）の例

れい

・ごはんやトイレの世
せ わ
話をしない

・入
にゅうよく
浴させなかったり衣

いふく
服を取

と
り替

か
えない

・必
ひつよう
要な治

ちりょう
療や福

ふくし
祉サービスを受

う
けさせない

経
けいざいてき
済的虐

ぎゃくたい
待の例

れい

・年
ねんきん
金や預

よ
金
きん
を無

む
断
だん
で使

し
用
よう
する

・年
ねんきん
金や賃

ちんぎん
金を管

かん
理
り
して渡

わた
さない

身
しんたいてき
体的虐

ぎゃくたい
待のサイン

・身
からだ
体に傷

きず
・あざ・やけどなどが頻

ひんぱん
繁にみられる

・急
きゅう
におびえたり、こわがったりする　

・「蹴
け
られる」「家

いえ
に帰
かえ
りたくない」などの訴

うった
えがある

心
しんり
理的
てき
虐
ぎゃくたい
待のサイン

・かきむしり、かみつきなど態
たいど
度が攻

こうげきてき
撃的

・ 過
か ど
度におびえる、わめく、泣

な
くなどのパニック症

しょう
状
じょう

・あきらめ、なげやりな様
ようす
子、表

ひょうじょう
情がなくなる

性
せいてき
的虐
ぎゃくたい
待のサイン

・異
いせい
性に対

たい
しておびえる

・性
せいき
器の痛

いた
みやかゆみを訴

うった
える

ネグレクトのサイン
・部

へ や
屋が不

ふ
衛
えいせい
生で異

いしゅう
臭がする

・ずっと同
おな
じ服
ふく
や下
した
着
ぎ
を着

き
ている

・身
からだ
体が汚

よご
れている、過

か ど
度に空

くうふく
腹を訴

うった
える

経
けいざいてき
済的虐

ぎゃくたい
待のサイン

・日
にちじょう
常生

せいかつ
活に必

ひつよう
要な金

きんせん
銭を渡

わた
されてない

・サービスの利
り
用
よう
料
りょう
や生
せいかつ
活費

ひ
の支

し
払
はら
いができない

相相
そ う だ んそ う だ ん

談談窓窓
ま ど ぐ ちま ど ぐ ち

口口・・相相
そ う だ ん い んそ う だ ん い ん

談談員員のごのご紹紹
しょうかいしょうかい

介介（（敬敬
けいしょうりゃくけいしょうりゃく

称称略略））

市
し
役
やくしょ
所や下

か き
記の相

そうだんまどぐち
談窓口など、身

みぢか
近な人

ひと
にお気

きがる
軽に相

そうだん
談してください。

■勝
かつやま
山市

し
障
しょうがいしゃ
害者生

せいかつ
活支

しえ ん
援センター
（すこやか内

ない
）☎87 ｰ 0600

障
しょう
がいのある方

かた
や児

じ
童
どう
、ご家

か
族
ぞく
の方

かた
が安

あんしん
心して生

せい

活
かつ
できるように、さまざまな相

そうだん
談に応

おう
じます。

■障
しょうがいしゃ
害者相

そうだんいん
談員

相
そうだんしゃ
談者の目

め
線
せん
に立

た
った相

そうだん
談・支

し
援
えん
を行
おこな
います。

　　水
みずたに
谷 修

おさむ
（村

むろこ
岡町
ちょう
浄
じょうどじ
土寺） ☎88 ｰ 3481

　　石
いしばし
橋 清

きよみ
美（旭

あさひまち
町2丁

ちょう
目
め
） ☎88 ｰ 2906

■障
しょうがい
害者

しゃ
相
そうだん
談支

し
援
えん
事
じぎょう
業所
しょ

勝
かつやま
山市

し
社
しゃかい
会福

ふく し
祉協
きょうぎかい
議会

障
しょうがいしゃ
害者相

そうだん
談支

しえ ん
援事
じぎょうしょ
業所

郡
こおりまち
町1丁

ちょうめ
目

(すこやか内
ない
)
☎88-1177

九
くずりゅう
頭竜相

そうだん
談支

しえ ん
援事
じぎょうしょ
業所

(九
くずりゅう
頭竜ワークショップ)

旭
あさひまち
町3丁

ちょうめ
目
☎87-6300
☎87-3003

大
だいにちえん
日園相

そうだん
談支

しえ ん
援事
じぎょうしょ
業所 荒

あらど
土町

ちょう
松
まっ た
田 ☎89-3210
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交
通
死
亡
事
故
が
連
続
発
生

10
月
中
に
県
内
で
９
人（
う
ち
勝
山
市
内
３
人
）が
死
亡

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ

速
度
を
控
え
る

　

運
転
は
、
運
転
技
術
を
過
信
せ
ず
、
速

度
を
控
え
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
優
先

　

横
断
歩
道
を
通
る
時
は
、
歩
行
者
優
先

で
思
い
や
り
を
持
っ
た
運
転
を
し
ま
し
ょ

う
。

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

　

早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
こ
ま
め
に

ハ
イ
ビ
ー
ム
に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
の
方
へ

反
射
材
の
着
用

　

夜
間
は
明
る
い
服
装
で
反
射
材
を
着
用

し
て
外
出
し
ま
し
ょ
う
。

横
断
歩
道
の
利
用

　

近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
る
場
合
は
、
横

断
歩
道
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
勝
山
警
察
署

☎
88
‐
０
１
１
０

　

屋
外
で
の
焼
却
行
為
（
野
焼
き
）
は
、煙
、

す
す
、
悪
臭
に
よ
り
、
周
囲
の
人
に
迷
惑

を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

な
ど
の
有
害
物
質
を
発
生
し
、
健
康
被
害

を
引
き
起
こ
し
た
り
、
大
気
汚
染
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
野
焼
き
は
法
律
で
原
則
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
違
反
す
る
と
重
い
処
分

が
科
さ
れ
ま
す
。

処
分
の
内
容

　

法
律
に
違
反
す
る
と
、
燃
え
残
っ
た
も

の
な
ど
の
処
分
代
金
の
他
、
５
年
以
下
の

懲
役
、
も
し
く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。

　

法
人
の
場
合
は
３
億
円
以
下
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

例
外
も
あ
り
ま
す
が
、
煙
や
悪
臭
で
周

囲
の
迷
惑
、
交
通
の
障
害
と
な
っ
て
い
る

な
ど
、
必
要
最
小
限
度
の
も
の
と
認
め
ら

れ
な
い
場
合
や
一
般
の
ゴ
ミ
を
一
緒
に
燃

や
し
た
と
い
っ
た
場
合
に
は
野
外
焼
却
は

認
め
ら
れ
ず
、
行
政
指
導
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の

①
国
、
地
方
公
共
団
体
が
公
の
施
設
の
管

理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼

却
②
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害
そ
の

他
の
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は

復
旧
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

（
災
害
時
の
応
急
対
策
、
火
災
予
防
訓
練
）

③
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を

行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
（
ど

ん
ど
焼
き
な
ど
）

④
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ

る
廃
棄
物
の
焼
却
（
稲
わ
ら
、
漁
網
に

つ
い
た
水
草
の
焼
却
な
ど
）

⑤
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
上
で

通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ

て
軽
微
な
も
の
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
）

問
環
境
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
４

注意10
月
中
に
発
生
し
た
死
亡
事
故
（
７
件

９
人
）
の
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

•
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る
事
故
が
多
い

（
９
人
中
６
人
）

•
高
齢
運
転
者
に
よ
る
も
の
が
多
い

（
７
件
中
５
件
）

•
土
日
の
発
生
が
多
い

（
７
件
中
５
件
）

　

交
通
事
故
は
、
他
人
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
交
通
の
危
険
は
身
近
に
潜
ん

で
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

野
焼
き
は
原
則
禁
止
で
す

野
焼
き
は
原
則
禁
止
で
す

地面で直接物を燃やしたり、ドラム缶
やブロック積み、簡易焼却炉などでゴ
ミを焼却するのは法律違反です
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